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ニガ手運転克服のための運転実技講習会 
「センスアップドライビングスクール」を開催しました 

 

ＪＡＦ（一般社団法人日本自動車連盟）愛媛支部（支部長 五味久枝）は、１０月２４日

（土）に愛媛県運転免許センター（松山市勝岡町）で、初心運転者、ペーパードライバーを

対象とした安全運転実技講習会「センスアップドライビングスクール」を開催しました。 

このスクールは愛媛自動車販売協会との共催で愛媛県警察の後援の下、今回で１９回目の

開催。当日は２１歳から７７歳までの１６名が約３時間の講習に臨みました。 

実技講習では安全運転の基本となる「日常点検・正しい運転姿勢」の確認、各自のマイカ

ーに乗車し「スムーズなハンドル操作」、「急ブレーキ」「車庫入れ」、「狭い場所からの脱出」

を行いました。参加者からは「時速４０ｋｍでの停止距離（空走距離：危険を感じてブレー

キを踏み、ブレーキが効き始めるまでにかかった距離＋制動距離：ブレーキが効き始めてか

ら、車が停止するまでにかかった距離）は想像以上のものであった」といった気づきのほか、

「車庫入れを始めるスタート位置の目印が理解できた」などの感想が聞かれました。 

また、実技講習以外にも「エアバッグ作動体験」、「反射材効果体験」が行われ、初めて見

るエアバッグの展開速度の速さに驚かれたり、反射材の有無による視認性の違いに関心を持

たれていました。 

こうした講習を通して、車庫入れなど運転に苦手意識を持っているドライバーでも、ちょ

っとしたコツを掴むことで運転技術が向上することや、危険な場面に遭遇した時の対処法を

学んだことを今後の運転において役立てて欲しい、と考えています。 
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このリリースへの問い合わせは以下までお願いします。 

一般社団法人日本自動車連盟愛媛支部（豊田・森長） 
Tel：089(925)8668   Fax：089(925)8885 


